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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成20年10月2日(2008.10.2)

【公表番号】特表2008-509939(P2008-509939A)
【公表日】平成20年4月3日(2008.4.3)
【年通号数】公開・登録公報2008-013
【出願番号】特願2007-526180(P2007-526180)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｄ 311/62     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/353    (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  35/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  35/02     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  43/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｄ 311/62    ＣＳＰ　
   Ａ６１Ｋ  31/353   　　　　
   Ａ６１Ｐ  35/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ  35/02    　　　　
   Ａ６１Ｐ  43/00    １１１　

【手続補正書】
【提出日】平成20年8月12日(2008.8.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　次式を有する、プロテアソームを阻害するための化合物
【化１】

［式中、
　・Ｒ１１、Ｒ１２、Ｒ１３、Ｒ２１、Ｒ２２、Ｒ２、Ｒ３およびＲ４は各々独立に、－
ＨおよびＣ１～Ｃ１０アシルオキシル基からなる群から選択され、
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　・Ｒ５は－Ｈ、Ｃ１～Ｃ１０－アルキル、Ｃ２～Ｃ１０－アルケニル、Ｃ２～Ｃ１０－
アルキニル、Ｃ３～Ｃ７－シクロアルキル、フェニル、ベンジルおよびＣ３～Ｃ７－シク
ロアルケニルからなる群から選択され、最後に記載した７種の基は各々、任意の組合せの
１～６個のハロゲン原子で置換されていることができ、
　・Ｒ１１、Ｒ１２、Ｒ１３、Ｒ２１、Ｒ２２、Ｒ２、Ｒ３およびＲ４のうち少なくとも
１個はＣ１～Ｃ１０アシルオキシル基であり、
　・Ｒ１１、Ｒ１２、Ｒ１３、Ｒ２１、Ｒ２２、Ｒ２、Ｒ３およびＲ４のうち少なくとも
１個は－Ｈである］。
【請求項２】
　Ｒ１１、Ｒ２およびＲ４が各々－Ｈであり、Ｒ１２、Ｒ１３、Ｒ２１、Ｒ２２およびＲ

３が各々アセテート基である、請求項１に記載の化合物。
【請求項３】
　Ｒ１１、Ｒ２およびＲ４が各々－Ｈであり、Ｒ１２、Ｒ１３、Ｒ２１、Ｒ２２およびＲ

３が各々ベンゾエート基である、請求項１に記載の化合物。
【請求項４】
　Ｒ１１が－Ｈであり、Ｒ１２、Ｒ１３、Ｒ２１、Ｒ２２、Ｒ２、Ｒ３およびＲ４が各々
アセテート基である、請求項１に記載の化合物。
【請求項５】
　Ｒ１１が－Ｈであり、Ｒ１２、Ｒ１３、Ｒ２１、Ｒ２２、Ｒ２、Ｒ３およびＲ４が各々
ベンゾエート基である、請求項１に記載の化合物。
【請求項６】
　Ｒ１１、Ｒ１３、Ｒ２およびＲ４が各々－Ｈであり、Ｒ１２、Ｒ２１、Ｒ２２およびＲ

３が各々アセテート基である、請求項１に記載の化合物。
【請求項７】
　Ｒ１１、Ｒ１３、Ｒ２およびＲ４が各々－Ｈであり、Ｒ１２、Ｒ２１、Ｒ２２およびＲ

３が各々ベンゾエート基である、請求項１に記載の化合物。
【請求項８】
　Ｒ１１およびＲ１３が各々－Ｈであり、Ｒ１２、Ｒ２１、Ｒ２２、Ｒ２、Ｒ３およびＲ

４が各々アセテート基である、請求項１に記載の化合物。
【請求項９】
　Ｒ１１およびＲ１３が各々－Ｈであり、Ｒ１２、Ｒ２１、Ｒ２２、Ｒ２、Ｒ３およびＲ

４が各々ベンゾエート基である、請求項１に記載の化合物。
【請求項１０】
　Ｒ１１、Ｒ１２およびＲ１３が各々－Ｈであり、Ｒ２１、Ｒ２２、Ｒ２、Ｒ３およびＲ

４が各々アセテート基である、請求項１に記載の化合物。
【請求項１１】
　Ｒ１１、Ｒ１２およびＲ１３が各々－Ｈであり、Ｒ２１、Ｒ２２、Ｒ２、Ｒ３およびＲ

４が各々ベンゾエート基である、請求項１に記載の化合物。
【請求項１２】
　Ｒ５が－Ｈであり、Ｒ１１、Ｒ１２、Ｒ１３、Ｒ２１およびＲ２２が各々アセテート基
である、請求項１に記載の化合物。
【請求項１３】
　Ｒ２がアセテート基であり、Ｒ３およびＲ４が各々－Ｈである、請求項１２に記載の化
合物。
【請求項１４】
　Ｒ３がアセテート基であり、Ｒ２およびＲ４が各々－Ｈである、請求項１２に記載の化
合物。
【請求項１５】
　Ｒ２およびＲ４が各々アセテート基であり、Ｒ３が－Ｈである、請求項１２に記載の化
合物。
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【請求項１６】
　次式を有する化合物の有効量を含む、腫瘍細胞増殖を低減するための医薬組成物
【化２】

［式中、
　・Ｒ１１、Ｒ１２、Ｒ１３、Ｒ２１、Ｒ２２、Ｒ２、Ｒ３およびＲ４が各々独立に、－
ＨおよびＣ１～Ｃ１０アシルオキシル基からなる群から選択され、
　・Ｒ５は－Ｈ、Ｃ１～Ｃ１０－アルキル、Ｃ２～Ｃ１０－アルケニル、Ｃ２～Ｃ１０－
アルキニル、Ｃ３～Ｃ７－シクロアルキル、フェニル、ベンジルおよびＣ３～Ｃ７－シク
ロアルケニルからなる群から選択され、最後に記載した７種の基は各々、任意の組合せの
１～６個のハロゲン原子で置換されていることができ、
　・Ｒ１１、Ｒ１２、Ｒ１３、Ｒ２１、Ｒ２２、Ｒ２、Ｒ３およびＲ４のうち少なくとも
１個はＣ１～Ｃ１０アシルオキシル基である］。
【請求項１７】
　腫瘍細胞増殖を低減するための医薬の製造における、次式を有する化合物の使用

【化３】

［式中、
　・Ｒ１１、Ｒ１２、Ｒ１３、Ｒ２１、Ｒ２２、Ｒ２、Ｒ３およびＲ４が各々独立に、－
ＨおよびＣ１～Ｃ１０アシルオキシル基からなる群から選択され、
　・Ｒ５は－Ｈ、Ｃ１～Ｃ１０－アルキル、Ｃ２～Ｃ１０－アルケニル、Ｃ２～Ｃ１０－
アルキニル、Ｃ３～Ｃ７－シクロアルキル、フェニル、ベンジルおよびＣ３～Ｃ７－シク



(4) JP 2008-509939 A5 2008.10.2

ロアルケニルからなる群から選択され、最後に記載した７種の基は各々、任意の組合せの
１～６個のハロゲン原子で置換されていることができ、
　・Ｒ１１、Ｒ１２、Ｒ１３、Ｒ２１、Ｒ２２、Ｒ２、Ｒ３およびＲ４のうち少なくとも
１個はＣ１～Ｃ１０アシルオキシル基である］。
【請求項１８】
　次式を有する、プロテアソームを阻害するための化合物
【化４】

［式中、
　・Ｒ１は－Ｈであり、
　・Ｒ２、Ｒ３およびＲ４は各々独立に、－Ｈおよび－ＯＨからなる群から選択され、
　・Ｒ２、Ｒ３およびＲ４のうち少なくとも１個は－Ｈである］。
【請求項１９】
　Ｒ２が－ＯＨであり、Ｒ３およびＲ４が各々－Ｈである、請求項１８に記載の化合物。
【請求項２０】
　Ｒ３が－ＯＨであり、Ｒ２およびＲ４が各々－Ｈである、請求項１８に記載の化合物。
【請求項２１】
　Ｒ２およびＲ４が各々－ＯＨであり、Ｒ３が－Ｈである、請求項１８に記載の化合物。
【請求項２２】
　次式を有する化合物の有効量を含む、腫瘍細胞増殖を低減するための医薬組成物

【化５】

［式中、
　・Ｒ１は－Ｈであり、
　・Ｒ２、Ｒ３およびＲ４は各々独立に、－Ｈおよび－ＯＨからなる群から選択され、
　・Ｒ２＝Ｒ３＝Ｒ４である場合には、Ｒ２は－ＯＨではない］。
【請求項２３】
　腫瘍細胞増殖を低減する医薬の製造における、次式を有する化合物の使用
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【化６】

［式中、
　・Ｒ１は－Ｈであり、
　・Ｒ２、Ｒ３およびＲ４は各々独立に、－Ｈおよび－ＯＨからなる群から選択され、
　・Ｒ２＝Ｒ３＝Ｒ４である場合には、Ｒ２は－ＯＨではない］。
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